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国
際
総
合
学
類
の
特
色 

　

国
際
総
合
学
類
の
学
類
長
で
あ
る

柏か
し
わ
ぎ
け
ん
い
ち

木
健
一
教
授
（
人
文
社
会
系
）
に
話
を
聞

い
た
。
国
際
総
合
学
類
に
は
、
国
際
政
治
や

外
交
を
主
に
扱
う
国
際
関
係
学
主
専
攻
と
、

発
展
途
上
国
の
経
済
開
発
や
社
会
開
発
を
扱

う
国
際
開
発
学
主
専
攻
と
い
う
二
つ
の
主
専

攻
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、国
際
政
治
・

国
際
法
、経
済
学
、文
化
・
社
会
開
発
、情
報
・

環
境
と
い
う
四
つ
の
分
野
に
分
か
れ
、
学
生

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
で
グ
ロ
ー
バ

ル
な
課
題
に
関
す
る
学
び
を
深
め
て
い
く
そ

う
だ
。 

　

筑
波
大
学
の
中
で
も
際
立
っ
た
国
際
性
と

学
際
性
、
特
に
文
系
と
理
系
の
融
合
型
教
育

が
特
色
で
あ
る
、
と
柏
木
教
授
は
言
う
。
人

文
社
会
系
の
教
員
と
シ
ス
テ
ム
情
報
系
両
方

の
教
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
国
際
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
文
理
両
方
の
観
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
社
会
科
学
の
基
礎
を
踏
ま
え
、

国
際
関
係
や
国
際
開
発
に
関
わ
る
課
題
解
決

型
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
で
、「
国
際
学
」

と
い
う
総
合
知
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

目
指
す
も
の
と
は 

　

国
際
総
合
学
類
で
は
、
学
際
的
視
野
を
有

し
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
国
際
的
に
通
用
す
る
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
学
生
の
育
成

の
た
め
に
、English D

ebate 

や English 
D

iscussion Sem
inar 

と
い
っ
た
授
業
が

開
講
さ
れ
て
お
り
、
英
語
で
専
門
科
目
を
学

ぶ
機
会
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会

学
類
と
共
同
で
社
会
国
際
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
：T

sukuba International 
and Social Studies

）
と
い
う
学
群
英
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
協
力
し
て
お
り
、
筑

波
大
学
が
掲
げ
る
「
国
際
性
の
日
常
化
」
を

先
導
し
て
い
る
。
加
え
て
、
文
理
融
合
型
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
生
か
し
、
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
社

会
科
学
の
視
点
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
か
っ

た
社
会
的
課
題
に
も
挑
ん
で
い
き
た
い
そ
う

だ
。「
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
科
学
分
野
を

軸
と
し
た
文
系
と
理
系
の
連
携
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
」と
柏
木
教
授
は
語
る
。（
大
谷
）

　国際総合学類には、国際関係学と国際開発学の二つの主専攻とそれらを横断する形で四つの
分野が存在しており、社会科学を中心としてより発展的、応用的な学融合教育を行っている。
　今回はそんな国際性、学際性の際立つ国際総合学類を特集する。　　　　　　　　　（菅原） 

国
際
総
合
学
類
を
選
ん
だ
理
由  

　
「
国
際
総
合
学
類
は
政
治
、
法
律
、
経
済
、

環
境
、
情
報
な
ど
を
幅
広
く
学
び
、
国
際
的

諸
問
題
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。
高
校
時
代
に
何
を
や
り

た
い
か
の
方
向
性
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、最
適
な
進
路
だ
っ
た
」

と
小お
が
わ
も
え
み

川
萌
望
さ
ん
（
国
際
総
合
学
類
２
年
）

は
語
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
で
の
学
び
を
通

じ
て
、
今
は
貧
困
問
題
と
環
境
問
題
に
興
味

を
持
ち
、自
分
自
身
が
何
を
や
り
た
い
の
か
、

何
を
や
る
べ
き
な
の
か
が
明
確
に
な
っ
た
と

い
う
。

目
標
、
そ
し
て
今

　

小
川
さ
ん
に
は
「
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ

カ
地
域
の
貧
困
区
域
で
農
村
開
発
に
携
わ

り
、
現
地
の
人
々
の
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ

る
」と
い
う
目
標
が
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、

現
地
の
人
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
一
体
と

な
っ
て
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
だ
と
い

う
。
そ
れ
は
、
先
進
国
の
価
値
観
を
押
し
付

け
て
し
ま
う
と
、
現
地
の
人
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
る
か
ら
だ
。「
そ
の
た
め
に
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
文
化
的
背
景
を
も
つ
留

学
生
と
交
流
し
、
授
業
や
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の

参
加
を
通
し
て
国
際
情
勢
を
深
く
知
る
必
要

が
あ
る
」
と
語
る
。
目
標
の
達
成
に
向
け
た

小
川
さ
ん
の
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

国
際
社
会
で
の
将
来
的
な
活
躍
に
期
待
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
地
）

国
際
総
合
学
類
特
集

国
際
総
合
学
類
特
集

教授

学類長

留
学
生
と
の
交
流  

　

小
川
さ
ん
は
、
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
取
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
自
身
も
そ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
留
学
生
と
一
緒

に
食
事
を
し
た
り
、
頻
繁
に
連
絡
を
取
り

合
っ
た
り
す
る
関
係
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
日

本
人
学
生
は
そ
う
多
く
は
な
い
。「
よ
り
多

く
の
学
生
が
参
加
し
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
異
文
化
理
解
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
て
い
る
そ
う

だ
。

国際総合学類2年

四二

国際政治・国際法 
　現代の世界が抱える
さまざまな問題に、政
治学や法学の観点から
アプローチする。 

経済学 
　国際経済関係や公共
政策、発展途上国の開
発に関わる諸問題を理
解・分析する。 

文化・社会開発 
　世界のグローカル化
や文化の相違によって
生じる諸問題を理解・
分析する。 

情報・環境 
　情報や環境に関する国
際的な問題を、社会との
関わりという視点から捉
える。　　　　　（菅原）
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Attenti�!

全代会を国際化

留学生の意見を集約

留学生関連の問題解決

英語ができなくても大丈夫！

留学生にも国内学生にも便利な学生生活

を目指して活動してくれる方を募集中！

などなど ....

　今年度の７月 20 日に行われた第四回本会議

で特別委員会として発足した、国際特別委員会。

委員会発足から今日に至るまで何を成し遂げた

のか。そして、これから国際特別委員会はど

のような活動に取り組むのかを山
やまぐちたけと

口毅人委員長

（応用理工学類２年、左写真）と、留学生で委

員の A
ア ル マ ハ

lMaha A
ア ル ジ ャ ナ ヒ

l-Janahi さん （生物学類２年）、

城
じ ょ う ち さ ち

地咲知さん（地球規模課題学位プログラム２

年）に取材した。　　　　　　　　　　（篠﨑）

委
員
会
発
足
ま
で

　

今
年
度
発
足
し
た
ば
か
り
の
国
際
特
別
委
員

会
を
率
い
る
の
は
、山
口
毅
人
委
員
長
だ
。元
々

山
口
委
員
長
は
学
内
行
事
委
員
会
で
活
動
し
て

い
た
が
、
そ
れ
ま
で
国
際
特
別
委
員
会
設
置
を

計
画
、
準
備
し
て
い
た
先
輩
に
、
参
加
し
な
い

か
と
勧
誘
さ
れ
た
。
勧
誘
に
応
じ
た
理
由
に
つ

い
て
は
、「
そ
れ
ま
で
国
際
的
な
活
動
を
担
当

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
い
い
機
会
だ
と
思
い

参
加
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
語
る
。 

　

当
特
別
委
員
会
の
活
動
内
容
は
、
留
学
生
の

生
活
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と

だ
。
他
大
学
と
比
べ
筑
波
大
学
に
は
多
く
の
留

学
生
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
大
学
の

中
で
は
少
数
派
。
言
語
や
文
化
の
壁
に
阻
ま

れ
、
彼
ら
の
問
題
は
埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
に

な
る
。
そ
う
い
っ
た
留
学
生
特
有
の
問
題
を
解

決
す
る
環
境
を
作
り
、
最
終
的
に
は
全
代
会
全

体
を
国
際
化
さ
せ
る
こ
と
が
国
際
特
別
委
員
会

の
目
標
だ
。
つ
ま
り
、
こ
の
委
員
会
自
体
が
存

在
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
出

す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
常
任
委
員
会
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
期
限
付
き
の
特
別
委
員
会

と
し
て
発
足
さ
れ
た
。 

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
は
、
発
足
し
た

ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
だ
ま
だ
少
な

い
。
そ
の
な
か
で
、大
き
な
企
画
の
一
つ
が「
秋

の
新
入
生
歓
迎
祭
（
以
下
、秋
新
歓
）」
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
外
活
動
団

体
や
一
般
学
生
団
体
（
以
下
、
学
生
団
体
）
が

留
学
生
に
向
け
て
活
動
を
紹
介
し
勧
誘
す
る
も

の
だ
。
委
員
会
が
発
足
し
て
初
め
て
企
画
・
運

営
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
想
定
よ
り
も
多

く
の
団
体
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
ト
ラ
ブ
ル
も

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
学
生
交
流
課
・
学
生
生

活
課
の
協
力
も
あ
り
、
無
事
に
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
３

人
の
留
学
生
が
全
代
会
に
加
入
し
て
く
れ
た
こ

と
に
加
え
、
留
学
生
に
向
け
た
全
代
会
の
知
名

度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
山
口
委
員
長
も
、

こ
の
企
画
は
成
功
だ
っ
た
と
語
る
。 

　

ま
た
、山
口
委
員
長
は
「
今
後
の
展
望
と
し
て
、

留
学
生
に
よ
る
国
際
的
な
文
化
祭
を
開
催
し
た

い
」
と
語
る
。
留
学
生
が
地
域
ご
と
に
ブ
ー
ス
を

出
し
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
す
る
、「
国
際
版
雙
峰

祭
」
の
よ
う
な
も
の
を
企
画
し
て
い
る
そ
う
だ
。 

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
活
動
は
、
チ
ュ
ー
タ
ー

制
度
の
改
善
だ
。
現
在
筑
波
大
学
で
は
、
留
学

生
が
つ
く
ば
市
内
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、市
役
所
で
の
手
続
き
や
携
帯
の
契
約
な
ど
、

諸
々
の
手
伝
い
を
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
を
大
学
の

学
生
か
ら
募
集
し
て
い
る
。
し
か
し
、
場
合
に

よ
り
留
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
チ
ュ
ー
タ
ー
側
の
意

識
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
う
ま
く
機
能
し

な
い
例
も
あ
る
。
そ
の
溝
を
埋
め
る
た
め
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
な

ど
を
通
じ
て
、
よ
り
留
学
生
に
寄
り
添
っ
た
制

度
に
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

　

現
状
の
大
学
側
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
日
本
語
の

み
で
記
さ
れ
た
資
料
が
多
い
こ
と
を
は
じ
め
と

し
て
、
留
学
生
の
生
活
に
関
す
る
問
題
は
依
然

と
し
て
山
積
み
だ
。
そ
う
い
っ
た
問
題
に
一
つ

ず
つ
対
応
し
、
留
学
生
か
ら
の
声
を
直
接
聞
き

寄
り
添
い
、
地
道
に
改
善
し
て
い
く
。
そ
れ
が

国
際
特
別
委
員
会
で
あ
る
。（
勝
又
） 

共
に
創
る
、
秋
新
歓

　

国
際
特
別
委
員
会
に
所
属
す
る
留
学
生
の

城
地
咲
知
さ
ん
と A

lM
aha A

l-Janahi 

さ
ん

の
２
人
が
秋
新
歓
の
開
催
に
至
る
経
緯
を
語

る
。
留
学
生
に
と
っ
て
学
生
団
体
を
探
し
た
り

加
入
を
決
定
し
た
り
す
る
こ
と
に
大
き
な
心
理

的
障
壁
が
あ
る
と
い
う
課
題
を
受
け
、
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。
そ
の
結
果
約
20
団
体

が
参
加
依
頼
を
快
諾
し
、
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
含
む
秋
新
歓
が
実
現
し
た

そ
う
だ
。
城
地
さ
ん
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

１
０
０
人
を
超
え
る
留
学
生
が
学
生
団
体
へ
の

加
入
を
決
め
た
こ
と
を
受
け
、「
み
ん
な
の
お

か
げ
だ
」と
話
す
。ま
た
、 A

lM
aha

さ
ん
は「
秋

新
歓
を
通
し
て
、
日
本
人
が
多
数
を
占
め
る
学

生
団
体
へ
の
加
入
に
前
向
き
に
な
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
付
け
加
え
た
。 

　

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
特
別
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
交

流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
企
画
し
て
い
る

こ
と
を
明
か
す
。
２
人
は
開
催
に
向
け
て
尽
力

し
て
い
く
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。 　
（
髙
橋
） 

留学生と国際特別委員会の集合写真

秋新歓時の国際特別委員会のメンバー

全代会公式 Instagram
国際特別委員会と

広報委員会が共同で
運営している。
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第
三
回
本
会
議

日
時
：
令
和
４
年
６
月
22
日（
水
）18
時
30
分

場
所
：（
対
面
）３
A
２
０
４

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft T
eam

s

出
欠
：
出
席
51　

遅
刻
１　

早
退
１

議
題
１ 『
令
和
５
年
度
学
園
祭
開
催
に
関
す
る
要
請
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
51
名
）

承
認
：
51

否
認
：
０

保
留
：
０

↓
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

議
題
２ 『
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会
の
設
立
に
つ
い
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
51
名
）

承
認
：
52

否
認
：
０

保
留
：
０

↓
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

議
題
３ 『
全
代
会
専
用
ラ
ッ
ク
設
置
に
つ
い
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
51
名
）

承
認
：
49

否
認
：
１

保
留
：
１

↓
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

○
議
題
に
つ
い
て

　

議
題
１
で
は
、
学
内
行
事
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
『
令
和
５
年
度
学
園
祭
開
催
に
関
す
る
要
請
』
に
つ

い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
学
園
祭
の
実
施
に
関
し

て
は
前
年
度
の
８
月
末
日
ま
で
に
全
学
学
類
・
専
門

学
群
・
総
合
学
域
群
代
表
者
会
議
（
以
下
、
全
代
会
）

に
お
い
て
意
見
を
ま
と
め
て
学
長
に
要
請
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
議
題
２
で
は
、
議
長
団
か
ら
提
出
さ
れ
た『
新
入
生

歓
迎
特
別
委
員
会
の
設
立
に
つ
い
て
』
の
審
議
が
行
わ

れ
た
。
全
代
会
で
は
毎
年
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会

を
設
立
し
、
学
内
に
お
け
る
新
入
生
歓
迎
時
期
に
特

有
の
諸
問
題
に
関
し
て
の
対
処
、
並
び
に
各
学
類
・

専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
で
の
新
入
生
の
歓
迎
に
際

し
て
統
一
さ
れ
た
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
活
動
す
る
。
具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
新

入
生
関
係
団
体
が
行
う
活
動
の
支
援
、
筑
波
大
学
紫

峰
会
へ
の
申
請
補
助
、
及
び
合
格
発
表
日
の
学
内
巡

回
や
宿
舎
入
居
等
の
支
援
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
た
め
、
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会
の
設

立
が
要
請
さ
れ
た
。
活
動
期
間
は
令
和
４
年
８
月
か

ら
令
和
５
年
５
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　

議
題
３
で
は
、
広
報
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
全

代
会
専
用
ラ
ッ
ク
設
置
に
つ
い
て
』
の
審
議
が
行
わ
れ

た
。
現
在
、他
団
体
の
広
報
物
に
よ
る
ラ
ッ
ク
の
占
有
、

並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

ラ
ッ
ク
の
撤
去
に
よ
り
、
従
来
の
場
所
に
全
代
会
の

広
報
物
を
配
布
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
全
代
会
が

使
用
で
き
る
ラ
ッ
ク
が
増
え
る
こ
と
で
、
全
代
会
の

広
報
物
や
ポ
ッ
プ
の
設
置
に
よ
り
全
代
会
の
広
報
を

強
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

全
代
会
専
用
ラ
ッ
ク
に
関
す
る
要
望
が
提
出
さ
れ
た
。

第
四
回
本
会
議

日
時
：
令
和
４
年
７
月
20
日（
水
） 

18
時
30
分 

場
所
： （
対
面
）３
Ａ
２
０
４ 

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft T
eam

s 

出
欠
：
出
席
46　

遅
刻
０　

早
退
１ 

議
題
１  『TW

INS

改
善
の
要
望
に
つ
い
て
』 

【
採
決
結
果
】 （
採
決
時
の
出
席
者
は
46
名
） 

承
認
：
43

否
認
：
０ 

保
留
：
３ 

↓
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

議
題
２  『
国
際
特
別
委
員
会
設
立
に
つ
い
て
』 

【
採
決
結
果
】 （
採
決
時
の
出
席
者
は
46
名
） 

承
認
：
42

否
認
：
１ 

保
留
：
２ 

無
効
票
：
１ 

↓
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

議
題
３  『
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
設
立
に
つ
い
て
』 

【
採
決
結
果
】 （
採
決
時
の
出
席
者
は
45
名
） 

承
認
：
44 

否
認
：
１ 

保
留
：
０ 

↓
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

〇
議
題
に
つ
い
て 

　

議
題
１
で
は
、
教
育
環
境
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
『T

W
IN

S

改
善
の
要
望
に
つ
い
て
』
の
審
議
が
行

わ
れ
た
。
要
望
は
全
部
で
六
つ
あ
り
、『T

W
IN

S

の

自
己
判
定
機
能
を
学
年
問
わ
ず
使
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
』『
事
前
登
録
科
目
を
抽
選
前
に
時
間
割
に
表

示
す
る
』『T

W
IN

S

の
掲
示
板
「
授
業
（
主
と
し
て

m
anaba

の
コ
ー
ス
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ
）
／

Classes

」
欄
の
削
除
』『
学
群
生
と
大
学
院
生
で
授
業

に
関
す
る
情
報
を
分
け
る
』『T

W
IN

S

の
掲
示
板
の

お
知
ら
せ
に
タ
グ（
＃
）を
付
け
る
』『
分
類
さ
れ
た
情

報
に
つ
い
て
の
メ
ー
ル
通
知
・
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
の
メ
ー
ル
通
知
を
す
る
』で
あ
る
。 

　

議
題
２
で
は
、
山や

ま
ぐ
ち
た
け
と

口
毅
人
さ
ん
（
応
用
理
工
学
類
２

年
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
国
際
特
別
委
員
会
設
立
に
つ

い
て
』
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
国
際
特
別
委
員
会
は
学

内
で
の
留
学
生
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
組
織

さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。
国
際
特
別
委
員
会
が
扱
う

予
定
の
問
題
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
留
学
生
に
と
っ

て
三
系
（
文
化
系
サ
ー
ク
ル
連
合
会
・
芸
術
系
サ
ー
ク

ル
連
合
会
・
体
育
会
） 

発
行
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
誌
が

読
み
づ
ら
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
サ
ー
ク

ル
紹
介
誌
は
日
本
語
の
み
で
書
か
れ
て
お
り
、
留
学

生
が
情
報
を
得
る
の
が
難
し
い
。
そ
こ
で
英
語
版
を

作
成
す
る
な
ど
留
学
生
で
も
読
み
や
す
い
媒
体
に
す

る
対
策
を
講
じ
る
。
二
つ
目
は
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
で

の
問
題
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
と
は
留
学
生
に

対
し
日
本
人
、
も
し
く
は
日
本
語
が
達
者
な
留
学
生

が
支
援
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
が
、
支
援
す
る
側

に
起
因
す
る
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

鑑
み
て
、
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
の
改
善
に
む
け
た
働
き

か
け
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
三
つ
目
は
留
学
生
の
意

見
が
全
代
会
で
集
約
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
現
状
、
全
代
会
に
は
留
学
生
の
参
加
者
が
少

な
く
、
そ
の
た
め
留
学
生
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
も

分
か
り
づ
ら
い
。
よ
っ
て
全
代
会
に
積
極
的
に
留
学

生
を
参
加
さ
せ
る
な
ど
を
し
て
解
決
を
図
る
。
以
上

の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
国
際
特
別
委
員
会
の

設
立
が
要
請
さ
れ
た
。 

　

議
題
３
で
は
、 

議
長
団
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
企
画
・

戦
略
特
別
委
員
会
設
立
に
つ
い
て
』
の
審
議
が
行
わ
れ

た
。
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
は
全
代
会
の
広
報
の

拡
大
と
全
代
会
の
企
画
の
立
案
や
長
期
的
な
課
題
の

解
決
を
活
動
内
容
と
す
る
特
別
委
員
会
で
あ
る
。
長

期
的
な
課
題
と
は
、
具
体
的
に
は
学
則
の
改
訂
、
ク

ラ
ス
代
表
者
会
議
や
全
代
会
の
制
度
の
改
善
な
ど
だ
。

こ
の
よ
う
な
長
期
的
課
題
を
専
門
的
に
解
決
す
る
た

め
、
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
の
設
立
が
要
請
さ
れ

た
。 

秋
の
新
入
生
歓
迎
祭 

日
時
：
令
和
４
年
９
月
30
日（
金
）11
時
20
分 

場
所
：
大
学
会
館（
２
階
ホ
ワ
イ
エ
、
３
階
ホ
ワ
イ
エ
、

　
　
　

３
階
ホ
ー
ル
） 

○
実
施
内
容 

　

全
代
会
主
催
の
下
、
秋
学
期
に
入
学
す
る
留
学
生

を
対
象
と
し
た
「
秋
の
新
入
生
歓
迎
祭
（
以
下
、
秋
新

歓
）」が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は「T

suku

・

K
oi　

つ
く
恋
／
来
い
」で
あ
る
。 

　

秋
新
歓
は
、
全
代
会
国
際
特
別
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
さ
れ
た
。
国
際
特
別
委
員
会
と
は
、
令

和
４
年
７
月
か
ら
令
和
７
年
６
月
に
か
け
て
、
留
学

生
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
解
決
と
全
代
会
の
国
際
化

を
図
る
た
め
に
新
た
に
発
足
し
た
組
織
だ
。 

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
全
代
会
の
ブ
ー
ス
の
他
、
20
団
体

ほ
ど
の
課
外
活
動
団
体
と
一
般
学
生
団
体
が
参
加
し
、

秋
学
期
か
ら
新
た
に
入
学
し
た
留
学
生
を
歓
迎
し
交

流
を
深
め
た
。

　

私
が
広
報
委
員
会
と
し
て
活
動
し
た
期
間
は
本
当

に
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
の
で
、
余
白
を
い
た
だ
き
恐

縮
に
思
い
ま
す
。
委
員
の
み
ん
な
は『Cam

pus

』を
つ

く
る
時
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
す
る
の
で
、
私
も

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
居
場
所
を
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
委
員
会

と『Cam
pus

』を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
原
悠
翔
）

　
『Cam

pus

』で
記
事
を
執
筆
、
編
集
し
て
い
く
な
か

で
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

知
識
で
あ
っ
た
り
、
技
術
で
あ
っ
た
り
、
人
で
あ
っ

た
り
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
と
の
出
会
い
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
、
現
在
の
自
分
を
つ
く
る
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
と
の
出
会

い
も
ま
た
、
誰
か
の
糧
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
田
な
み
ゑ
）

　

私
た
ち
の
大
学
は
コ
ロ
ナ
と
共
に
あ
っ
た
。
委
員

会
初
対
面
は
９
月
で
、
初
執
筆
は
「
コ
ロ
ナ
特
別
号
」

だ
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、『Cam

pus

』は
大
切
な

つ
な
が
り
と
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
広
報
メ
ン

バ
ー
特
に
同
期
と
の
思
い
出
は
か
け
が
え
の
な
い
宝

物
で
あ
る
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒐
場
広
翔
）

　

約
３
年
間
広
報
委
員
と
し
て
『Cam

pus

』
の
制
作

に
関
わ
っ
て
き
て
、
取
材
や
記
事
の
執
筆
な
ど
忙
し

く
も
楽
し
い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思

い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
広
報
委
員
会
が
大
事
な
居

場
所
に
な
っ
て
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
も
で

き
ま
し
た
。
皆
様
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も『Cam

pus

』を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
琉
那
）

　

２
年
次
の
春
か
ら
主
に
朱
入
れ
担
当
と
し
て

『Cam
pus

』
の
編
集
に
関
わ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
輩
方
、

遠
慮
な
く
接
し
て
く
れ
た
同
期
、
元
気
を
く
れ
た
後

輩
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　

皆
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
と
、『Cam

pus

』の
未
来
に
幸
あ
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
好
真
生
）

編
集
後
記

　

今
号
か
ら『Cam

pus

』の
編
集
長
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。『Cam

pus

』を
よ
り
多
く
の
方
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
、
全
代
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
全
代

会
を
、
そ
し
て
全
代
会
の
広
報
誌『Cam

pus

』を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
原
由
乃
）
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